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34kDa

CDC34

CDC34; UBCH3; UBE2R1; Ubiquitin-conjugating enzyme E2 R1; Ubiquitin-conjugating
enzyme E2-32 kDa complementing; Ubiquitin-conjugating enzyme E2-CDC34; Ubiquitin-
protein ligase R1
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ユビキチン結合酵素ファミリーのメンバーです。ユビキチン結合酵素は、ユビキチンと他のタンパク質の共有結合を触媒します。このタンパク質は、ユビキチンを介した細胞周期G1調節因子の分解、およびDNA複製の開始に必要な、大規模な多タンパク質複合体の一部です。[RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：ATP + ユビキチン + タンパク質リジン = AMP + 二リン酸​​ + タンパク質N-ユビキチルリジン。,機能：ユビキチンと他のタンパク質の共有結合を触媒します。カテニンの分解に関与している可能性があります。,経路：タンパク質修飾;タンパク質ユビキチン化。,類似性：ユビキチン結合酵素ファミリーに属する。,サブユニット：SCF（SKP1-CUL1-F-boxタンパク質）E3ユビキチンリガーゼ複合体と相互作用する。リン酸化されると、β-TrCP（BTRC）と相互作用する。,
	研究分野
	ユビキチンを介したタンパク質分解;
	画像データ
	

	CDC34 抗体を使用した K562 細胞の溶解液のウエスタン ブロット分析。
	

	Cdc34 ポリクローナル抗体を使用した K562、PC-3 マウス肝細胞のウエスタン ブロット分析。二次抗体は 1:20000 に希釈されました。
	

	パラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

